
裏面もご覧ください

2017年11月18日（土）14時～16時

講 師　古 川 信 房  先生

ふる のぶかわ ふさ

地域の支え合いから始まる
認知症支援
～地域全員で作り上げる暮らしやすい社会の実現に向けて～

ふるかわメディカルクリニック院長・放射線科、内視鏡医

平成元年九州大学医学部を卒業後、国立病院機構九州医療

センター、九州がんセンター、小倉記念病院などでご活躍。

現在、中津市認知症ネットワーク研究会を設立、医療・介

護を中心とした多職種連携によるサポートを推進。また、

オレンジカフェを中心とした居場所作り、疾患啓発を含め

た「オレンジ座談会」を地域で展開。

「認知症になっても介護が必要になっても住み慣れた地域で暮らす」と

謳われています。

ところが、認知症になると地域の中でこれまで通りの生活を続けること

が難しいとみなされてしまうことが多々あります。

地域での生活を脅かす最大の障壁は、認知症に対する誤った固定観念な

のです。

まず認知症を正しく知ることが、地域における認知症支援の第一歩です。

地域の一人一人が当事者意識を持ち、認知症とともに生きる人たちと手

を携えて、新しい社会を作るための取り組みを始めましょう。
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第２部 講　演

第１部
認知症の人と家族を支え寄り添う
宇佐市１０年のあゆみ

TEL.0978-27-8150（直通）

TEL．0978-27-8150（直通）


